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(

英
語
版) 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

令
和
五
年
四
月 

 

Ｓ
Ｆ
小
説
：
「
ナ
ク
バ
の
東
」（
八
十
三
） 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
（
２
） 

 

八
十
三 

ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
使
命 

 

キ
メ
ラ
が
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
と
な
っ
て
地
球
に
再
上
陸
す
る
ま
で
そ
れ
ほ
ど
長
い
時
間
で
は
な
か
っ
た
。 

  
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
と
キ
メ
ラ
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
壮
絶
な
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
創
造
主
が
創
り
出
し
、

宇
宙
飛
行
士
モ
シ
ェ
の
体
を
通
じ
て
地
球
に
送
り
込
ま
れ
た
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
は
キ
メ
ラ
よ
り
強
力
で
あ
り
、

次
第
に
キ
メ
ラ
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
発
熱
症
状
等
が
軽
い
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
は
静
か
に
そ
し
て
着

実
に
ヒ
ト
の
体
内
に
棲
み
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
ヒ
ト
は
元
の
平
穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
ヒ
ト
の

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
影
響
は
出
て
い
た
。
そ
れ
は
ヒ
ト
の
む
や
み
な
繫
殖
を
抑
制
す

る
と
い
う
創
造
主
が
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
に
与
え
た
新
し
い
機
能
で
あ
っ
た
。 

 

創
造
主
は
ヒ
ト
の
生
殖
組
織
を
食
い
尽
く
す
キ
メ
ラ
を
絶
や
す
一
方
、
ヒ
ト
の
繁
殖
力
を
適
切
に
維
持
す
る
役

割
を
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
に
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ヒ
ト
の
無
計
画
な
増
殖
は
止
ま
り
、
ヒ
ト

は
他
の
生
物
と
将
来
に
わ
た
っ
て
共
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
生
存
が

保
証
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
ヒ
ト
と
他
の
生
物
と
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
三
者
に
平
和
な
均
衡
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。 

  

す
で
に
西
欧
先
進
国
で
下
が
っ
て
い
た
出
生
率
が
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
な
ど
開
発
途
上
国
で
も
同
じ
傾
向
を
示
し
始
め
た
。
社
会
学
者
た
ち
は

http://ocininitiative.maeda1.jp/Epilogue2-83English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/Epilogue2-83Arabic.pdf
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そ
の
現
象
は
ヒ
ト
が
豊
か
な
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
必
然
的
に
選
ん
だ
道
だ
と
解
説
し
た
。 

  
そ
れ
も
一
理
は
あ
っ
た
が
、
本
当
は
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
が
ヒ
ト
に
棲
み
つ
き
、
そ
の
生
殖
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
始
め
た
こ
と
こ
そ
が
最
大

の
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ト
の
思
考
と
行
動
は
到
底
創
造
主
の
思
慮
に
及
ば
な
い
の
で
あ
っ
た
。 

  

(

続
く) 

 

荒
葉
一
也 

(F
ro

m
 a

n
 o

rd
in

a
ry

 citiz
e
n

 in
 th

e
 clo

u
d

) 

 

前
節
ま
で
：h
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http://ocininitiative.maeda1.jp/EastOfNakbaJapanese.html

